
The Zoological Society of Japan

NII-Electronic Library Service

The 　Zoologioal 　Sooiety 　of 　Japan

昭和 28 年 （1953）3・4 月 日本動物学會 第 23 回大魯講演要旨 143

正常飼育に もど し て も侠復は非常 に おそ い ； ただ しi 甲默腺飼育魚 よ りも元気が よい 。 甲默 腺飼育魚 の 勇 タ

ラ ーゼ 能 は対照魚 より
一
殺 に 高い 。 以 上 の 結果 か ら ， チ オ 尿素は甲歌 腺活動を抑制ナる 一方 ， 饐内酸化逡元

経路 の
」 部に或 る 變化 を 與え る こ とが想像 され る 。 た とえ ば ，チ ぜ 尿素處理 で 饐内 ヵ タ ラ 高ゼ が激少 し ，

H20z が 蓄積 され る 。 こ の 時 ， ヵ タ ラ ｛ゼ が働 くよ りも ，
ベ ル オ キシ Pt　ei ゼ の 鋤 く方が ， 酸素滔費 の 増抓す

る 場合 も考 え られ る 。

　　　　　　 厶 ラサキウ ニ 体腔液皚よるシオ フキ卵 の 賦活　沢 田允 明 （愛媛大 ・ 文理 ・ 生）

　ム ラ サ キ ウ 昌 皚腟液を シ オ フ キ未受精卵 に 作用せ しめ る と ， 旡ず卵 膜の 扛奉 ， 續い て 原形質 の 膨潤を起 さ

せ るが．膨潤 の 起 り難 い 卵に 於て は謎胞崩壞 が 行われ る 。
10 倍稀釋液で は膨潤は起 り難 く濃簿 の 成熟分裂

が み られ る 。
100 倍稀釋液は 殆 ん ど作用が な い 。 饐腔液中で胚胞崩壌が 行 われ る には 10〜 15 分を饗す る

が ， 體腟液處理後 1〜 2 分で 海永に戻せば高率の成熟分裂が行われ． 長 く處理すれば膨潤や翻胞崩壊を起す 、

奪 が高ま る o 即 ち成熟分裂 を 起す IC必要 な刺激は 約 1 分 で 厩 に 成立 し て い る と思われ 為。 過 度 の 刺激は細胞

を崩簸せ しめ るの で あろ 弓o

　こ の 刺激効果を有する物質は ウ ニ 饐内に 含ま れ る色素で は な く，
1
熱 こ よ り容易に 分解 し ， 活性炭に扱震き

れ る性質を有す るが，それ以 上 の こ とは 鋼 らない 。 又 ウ ＝ の 錐堪に よる差 は見 出 され な か つ た 。

　　　　　　　　　ゲ ン ゴ 回 ウ プ ナ 卵 の 賦 活 と 酵 繁 浜野 繁 ｛北大 ・水壷）

　魚卵 の 賦活に 際 し之を物質代謝的立場特に酵素作用 の 面 よ り見る に ， 卵 は各種等調 Pv ガ ｛酵蘖液中て は

パ ソ ク レ ア チ ソ と ト リ プ シ ソ で は 賦活 し 0．1％ で は卵 瞑溶 解が起 る 。 叉淡水 で 賦活 さ し た卵 水中で は ア ミ

ラ ーゼ 作用 が ある の に 反し等調 リ ソ ガ ー中で は認 め られ ない が此 の 中で賦活ナれば出 て 來 る e 　一一方卵集内體

液 に は認 め られず リ ソ ガ pHCI （N ！lO） 中 で 卵 の 賦活 し ない 内に上澄 を と る とそ の Ptlrこ は作用力が衷われ

卵爵體に も隰力な作用 力の ある事か ら賦活に 際 し卵よ り外液に 溶撮して 來 る も6 と思わ れ る 。 ，

R
’
nemag 　tPtartetrsi の 手術に よる死貝並 に 膜樹 二つ い て　蛮 　　巖 （愛知縣立昭和 高校 ）

　1949年6月（レ》 27日14至 る 聞主 と し て 貝 の 生 理 ｝伏態 よ りの 考察に よ り放身瞞 の 貝を硬用 して の サ衛に よる死

貝並 lcon を調 査 した 。 使用貝は 主 と し て 2〜3 年 の ア コ ヤ 員で あ り残套膜 片 3mm 李方使用 O もの が 寓6

個 ，
ユ・5mm 使用 の もの 魂 q 個に つ き核を 2 個 宛 （直徑 1・5 分 ， ．1，

8 分 ）使用す る 事にさり手衛を行つ た ・

手 循貝は気象，潅水 の 種 々 の 蠶 に よ り支配 され る が 手術後最初 の 夜孕 よ り3 口経 遏迄 赤最も死貝，醗核が

多 くそ の 後手術時 の 貝 も考窟 し更に 蟇殖方法も相当 に 考えねば ならない 。 薬驗結果鴎 於 て に貌該を見る と

506 偃 の 貝に 対 し外套膜大 に し て 該大 な る も の 46 個，該小 の もの 50 個 ， 外套膜片小 に し1て扱大なる もの

490 個 の 貝に 対 し 34 幗，榎小 の もの 36 個 とな り死 貝で は外套膜片大 の も の 44 個 ， 小 な る も O
’
50 個

と なつ た o 之等に つ い て の辭 葦結果に 於では 上述 の 條件は一應考隠外 と し て貝 の 生 理 生態を泊究せ ねぱ な ら

ない 。

Pinnotheres　curdti に 及 腰す Epicaridirationの 影響 特 1二酸索渭費蠱に う いで
’

　　　　　　　　　　　　森田眞一一（長崎大 ・学藝）

二 枚 貝 M 画 物 veneiformis にす む A
’
nnetheres 　car ・Eti　Bif・ger が B ・py・id の

一種 ・HelereeOP・n

甥 α擢 ’鰡 翩 Shiino に寄生 され る と灘 的變化を起 し特に雄は雌性花す る畢は 酸 に 報告 した 。
こ こ に は酸

素 滔費 に 及ぼす 影響に つ い て 報告す る 。 灘 曲 こ は Winkldr 法 を用 い 體軍 1瓦 に っ き毎時の 稍費量 を民較 し

た 。

一
般 に 甲 長大なるもの 程 渭費量 は滅 少 の 傾向を示 し， 被寄生渚 は碓雉 と も著 し く滅少 し て 正 常渚 の 凡 そ

60 ％ にす ぎない 。 霰寄生雄の潛費量 は 正常雌の それに 近 い 恆を示 し形態的に雌性 化する の み で な く代 欝：作

（73 〕
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